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は

歴

史
過
程
と

人
心
の

変
化
が

結
び

付
け
ら

れ
、

人
の

心
が

神
と
一

致
し

て

い

た

「

上

古
」

か

ら、

人
と

神
と
の

間
に

距
離
が

生

じ、

人

心
が

堕
落

す
る

「

末
世
」

へ

と

徐
々

に

移
行
し
て

い

く
と

さ
れ

る
。

も
っ

と

も
親
房

は

人
心
を
正

し

く
す
る
こ

と

に

よ

り、

下
降
的
な
歴
史
の

流
れ

に
抵
抗
す

る

こ

と

が
で

き
る
と

も
考
え
て

い

た
。

　
こ

の

よ
う
な
歴

史
過
程
の

中
で

は

天

皇
と

神
は

直
接
的
に
一

体
の

存
在

と

は
見
な
さ
れ
な
い

。

前
述
の

祭
政
一

致
に

関
す
る

記
述
に

見
ら
れ
る
よ

う
に、

親
房
は

神
と

天
皇
が

決

定
的
に

分
離
し
た
時
点
を、

崇
神
天
皇
六

年
に

八
咫
鏡
を
皇

居
の

外
に

遷

御
し、

皇

居
と
神
宮
が

分
離
し
た

時
に

見

出
し
て

い

る
よ

う
で

あ
る

。

「

ヒ

古
ハ

胖
ト

皇
ト
】

ニ

マ

シ

マ

シ

シ

カ
バ

…
…

」

と
述
べ

て

い

る

こ

と
か

ら
わ
か
る

よ

う
に、

親

房
に

と

っ

て

の

祭

政
一

致
は

崇
神
朝
以

前
の

時
代
に

限

定
さ
れ

る
。

す
な
わ
ち

親
房
の

捉
え

る

祭
政
一

致
と
は
、

そ
の

時
代
に

お

い

て

い

ま
だ

神
と
天

皇
が
一

体
で

あ

っ

た
た
め

に
、

天

種
子
命
・

天

太
玉

命
に

よ

る

神
へ

の

祭
祀
と
天
皇
に

対

す
る

奉
仕
と
し

て

の

政
治
が
同
冖

だ
っ

た
と
い

う
こ

と
を

意
味
す
る

。

類

似
し

た

記
述
が

『

古
語
拾
遺
」

に

見
ら

れ

る

こ

と
か

ら
、

親
房
の

祭
政
一

致

説
は

『

古
語
拾
遺
』

の

記
述

を

典
拠
と

し
て

自
ら

の

歴
史
観
の

中
で

解

釈
し
た

も
の

ζ、
言

え
る

。

　
同

正

統
記』

の

祭
政
一

致
説
が

巾
臣

鎌
足
の

事
績
に

関
す
る

文
脈
で

述

べ

ら
れ

て

い

る

こ

と
か
ら
わ
か

る
よ

う
に、

親．
房

は

上

古
の

祭
政
一

致
を

説
く
こ

と

に
よ

り、

中
臣
氏
が

祭
祀
だ

け
を
職
掌
と

し

て
い

た
の

で

は

な

く
、

神
代
の

天
児
屋
根

命
の

時
か
ら
天
皇
の

政
の

補
佐
と

し
て

の

役
割
が

与
え
ら
れ
て

き
た

と
解
釈

す
る

。

親
房
は

祭
祀
と

政
道
を
「

正
直
」

と

い

う
倫
理
に

お
い

て
一

貫
す
る

も
の

と

捉
え
て

い

た

の

で
、

鎌
足
以
降、

中

臣
氏
の

末
裔
た
る

藤
原
氏
が
再
び
政
治
に

関
与

す
る

よ

う
に

な
り、

そ
の

摂
関
政
治
が
繁
栄
し

た

こ

と
は

歴

史
に

お
け
る

必
然
的
な
展
開
と
し
て

受

け
止
め

ら

れ
て

い

た

の

だ
ろ

う
。

以
上

の

よ

う
に

、

親

房
は
制
度
的
な

祭

政
】

致
こ

そ
崇
神
朝
ま
で

の

時
代
に

限
定
し
て

い

た
も
の

の、

精
神
的
な

水
準
に

お

け
る

「

祭
政
一

致
」

の

存
続
は
可

能
だ
と

考
え
て

い

た
の

で

は

な
い

か
。

　

親
房
の

祭
政
一

致
説
は

近
置
に

入
り
垂

加
神
道
に

お

い

て

重
ん

じ

ら
れ

た

の

で

あ
る

が
、

た

と

え
ば

玉

木
正

英
の

解
釈
に

見

ら

れ
る
よ

う
に

、

「

神
皇
　

体
」

の

存
在
た
る

天
皇
が

祭
政
の

担
い

手
と
し
て

捉
え
ら
れ

、

制

度
的
な

祭
政
一

致
も
歴

史
を

通
じ

て

存
続
す
る

と

見
な
さ

れ

る

よ

う
に

な
る

。

こ

う
い

っ

た

変
化
が

生
じ
た
こ

と
に

は

「
人
の

世
は

即
神
代
也
」

（

『

正

親
町
公

通
卿
ロ

授
』

）

と

す
る

垂
加

神
道
の

歴
史

意
識
が

関
係
し

て

い

る

の

で

は
な
い

か
と
推

測
さ
れ

る
。

禁
裏
御
師

に
つ

い

て

加

　
暗

　
千

　
恵

　

伊
勢
の

神
宮、

内
宮
の

祢
宜

職
を
つ

と

め

た
荒
木
田
二

門
の

流
れ
を
汲

む

家
筋
に

藤
波
家
が

あ
る
。

代
々

祢
宜
職
を
務
め

た
一

方
で

御
師
職
も
営

み
、

中
世
以

降
二

つ

の

家
系
に

わ
か

れ
て

「

大
藤
波
」

「

小
藤

波
」

と

も

称
さ
れ

て

近
代
に

至
っ

た
。

特
に
「

小
藤

波
」

の

家
筋
は

、

外
宮
の

桧
垣

家
と
と

も
に
、

皇
室
の

御
祈
擣

や
御

祓
大

麻

等
の

献
上

に

あ
た

っ

て

お

り、

こ

の

こ

と

は

小
藤
波
家
の

特
色
と

思
わ

れ

る
。

こ

の

小
藤
波

家
の

幕

末
か
ら
明
治
に

か
け
て

の

当
主
が
藤
波
氏

命
で

あ

り
、

そ

の

日

記
や

藤
波

家

伝
来
の

関
係
史

料
等
を
手
が
か

り
と
し

て
、

「

禁
裏
御
師
」

と

し
て

の

390（1224）
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活
動
の
一

端
を

紹
介
し

て

み

た
い
。

　
藤

波
家
の

後
裔
に

あ
た
る

村
田

氏
美

氏
は
、

『

禁
裏
御
師
』

（
昭
和
四

十

四

年
一

月
、

私

家
版）

の

ま
え
が

き
で
、

禁
裏
御
師
と
は
、

皇
室
の

御
祈

薦
や

御

祓
大
麻
等
の

献
上
に

当
た
る

師
職
で

あ
り、

内
宮
は
藤

波
神
主

、

外
宮
は

桧
垣

神
主
（
と

も
に

神
宮
家
）

が
、

世
襲
し
て

奉
仕
し
て

き
た

、

と
し
て

い

る
。

　
「

禁
裏
御
師
」

と

い

う
呼
称
は
、

『

藤
波
氏
命
凵

記』

（
以

下
『

日
記
』

）

や

各
年
代
の

「

御
所
様
方
御

祓
献
上

帳
』

（
以

下
『

献
上

帳
』

）

と

い

っ

た

当
時
の

史
料
に

は
、

管
見
の

限
り
で

は

見
当
た
ら

ず
、

『

神
宮
要
綱
』

や

大
西
源
．

氏

「

大
神
宮
史．
要」

等
の

後
の

編
纂
物
や

論
文
に

お
い

て

使
用

さ
れ
て

い

る
。

当
時
か
ら

「

禁
裏
御
師
」

と

称
し

て

活
動
し
て

い

た
の

で

は
な
く

、

の

ち
に

そ

う
い

っ

た

活
動
を

行
な
っ

て

い

た
藤
波

家
あ
る

い

は

桧
垣
家
を

指
し
て

称
す
る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

は

な
い

か
と

考
え
る

。

　

藤
波
家
の

禁
裏
と

関
係
は
、

「

禁
裏
御

師
』

に

よ

る

と

「

氏
富
神
主
の

慶
長

年
間、

後
陽
成
天
皇
の

御
内
勅
を
以

て
、

御
撫
物
を
下
し

置
か
れ

、

禁
中
御

祈
濤
の

大
命
を

拝
承
」

し
た

こ

と
に

始
ま
る

と
さ
れ
る

。

明

確
な

史
料
に

よ
る

裏
づ

け
が

で

き
な
い

た

め

家
伝
と

し

て

紹
介

す
る
に

と
ど
め

る
が、

『
経
盛

記
』

貞
享
五

年

2
六
八
八
）

正

月
廿
五

日

条
に

「

尤

藤

波
長

官
義

、

禁

中
様
方
　
代
々

之

御
師
二

而
御
座
候、

そ
れ

故
唯
今
迄
も

正
五
九

月
御
祓
差
上

申
候
」

と
い

う
記
述
が

あ
り、

少
な
く
と
も
氏

富
の

代
に

は
「

禁
中

様
方

代
々

之

御
師
」

と

認
識
さ

れ
、

御

祓
を
正
月
・

五

月
・

九

月
に

献
上
し
て

い

た
こ

と
が

わ
か

る
。

　
『

口
記
』

や
『

献
上

帳
』

な
ど
に

よ
っ

て
、

禁
裏
御

師
と

し
て

の

活

動
の

様
子
を

見
て

み

る

と、

禁
裏
御
所
な
ど
か

ら
の

御
祈

疇
の

依

頼
は

、

大
き

く
分
け
る
と

、

毎
年
正

月
・

五

月
・

九

月
の

年
三

同
と

年
中
の

御
祈

疇
と

い

っ

た
定
期
的
な
も
の

と
、

臨

時
の

御

析
疇
が
あ
っ

た

こ

と

が
わ
か

る
。

　
ま
た
そ
の

御
代

参
使
が

御
祈
疇
の

た
め
の

御
撫
物、

絵
符、

御
文

、

御

壇
料
等
を
も
っ

て

派
遣
さ
れ
る

と
、

藤

波
家
で

は

返

書
・

請

文
を
出
し
、

指
示
の

あ
っ

た

日
か
ら

御
祈
疇
を

開
始
す
る

。

御
祈

禧
の

内

容
は

、

天

下

泰
平、

寿

命
長

久
、

病
気
平
癒
な
ど

で
、

御
祈

蒋
満
座

の

の

ち
、

御
撫

物
・

絵
符
の

返
上
と
御

祓
大
麻
・

御
土

産
等
の

献
上
の

た
め

名
代
が

上

京

し

た
。

そ
の

際
の

記
録

『

献
上

帳
』

を
み

る

と
、

正

月
献
上
の

際
に

は
、

昨
年
中
の

御
撫
物
の

返
上
と

今
年
の

御
撫
物
の

中
請
を

行
な
っ

て

お

り、

特
に

こ

の

年
中
御

祈
禧
は

、

天
皇
以

外
に

も
、

親
王
や

宮
家
な
ど
近

親
者

に

対
し
て

も

行
な
わ

れ
て

い

る

こ

と
が

わ
か

る
。

そ

の

ほ

か、

御
祓

大

麻
・

熨
斗
・

土
産

等
の

献
上
は

、

天

皇
に

対
し
て

だ

け
で

は

な

く、

近

親

者
や

関
係
し
た
女

官
・

役
人
は

じ
め

、

摂
家
・

祭
主
・

壬
生

官
務
家
に

も

及
ん

で

い

る
。

　
大
御
乳
人
様

、

帥
典

侍
様
御
年
寄

、

内
侍
御

局
様

御
侍
な
ど
に

よ

る

御

代
参
に

際
し
て

も、

御

祈
疇
や

太
々

御
神
楽
の

執
行
の

ほ

か
、

参
宮
の

取

り
計
ら
い

や

宿
泊
施
設
の

提
供

、

朝
熊
岳
・

二

見
方

面
へ

の

案
内
な
ど
、

外
宮
の

桧
垣
神
主
と
常
に

連

絡
を
と

り
役
割
分

担
し
つ

つ

丁

寧
に

対
応
し

て

お

り
、

ま
た
そ
れ

ら
の

記
録
と
し

て

『

明
和
元
年
大
御
乳
人
様
御
参
宮

筆
記
』

な
ど
の

よ

う
な

記
録
類
も

残
し

た
。

　
こ

の

よ

う
な

活

動
を

行
っ

て

き
た

藤
波
家
で

あ
っ

た
が
、

明
治
四

年

2

入

七
一
）

七

月
の

神
宮
御
改
正
に

伴
い
、

師
職
の

制
度
が
廃
止
さ
れ

、

年
中

御
祈

濤
の

た
め

の

御
撫
物
を
返

上
し
て

い

る

（
『

神
宮
司
庁
日

誌
』

）
。

こ

の

と
き
を
も
っ

て
、

藤
波
家
は

「

禁
裏
御
師
」

と
し

て

の

役
割
を

終
え

た
。

　
「

禁
裏
御
師
」

は
、

神
宮
に

対
す
る

禁
裏

等
か

ら
の

定
期
・

臨
時
の

御

（1225）391
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祈
疇
や

御
祓
大
麻
等
を
献
土

し
、

ま
た

御
代
参．
使
の

参
拝
・

宿
泊
施
設
の

提
供
等
に

も
対
応
し
た

皇
室
の

御
師
と
い

え
る

の

で

は

な
い

か
。

近

世
期
に

お

け
る

西
京
神
人
の

変
化

吉
　
野

亨

　

本
発
表
で

は
、

北
野
社
に

属
し
た
西

京
神
人
が

、

北
野
社
の

神
役
奉
仕

と
は

別
に

行
っ

て

い

た

宗
教
活
動
に

着
目

し
た
、

　
そ

も

そ
も
西
京
神
人
は
、

中
世
よ

り

北
野
社
に

属
し
た

神
人
で

あ
る

。

「
北
野
天

満
宮

史
料
　
古
文
書
』

『

北
野
天

満
宮
史
料
　
古
記
録
』

な
ど
に

よ

れ

ば
、

神
役
ー
御
供
調
進
・

北
野

祭
の

神
輿
渡
御
に

お

け
る

鉾
供
出
等

1
を

負
担
し
て

い

た
。

そ
の
一

方
、

麹
の

販

売
特
権
−
税
の

免
除
と

独
占

売
買
1
を

有
し

て

お

り、

こ

の

麹
販
売
の

利

益
を

神
役
負
担
に

充
て

て

い

た
と
さ

れ
る．．

ま
た

『

北
野
誌
』

に

よ
れ

ば

西
京
に

七
つ

の

寺
院
1
七
保

と

呼
ば
れ
る

ー
を
持
ち、

神
供
所
と
し
て

運

営
し

て

い

た
と
さ

れ

る
。

こ

の

西

京
神
人
に

つ

い

て
、

網
野
善

彦
・

小
野

晃
嗣
ら
に

よ

り
、

麹
座

神
人

と
し

て

の

側
面
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
研

究
が

進
め

ら
れ

て

き
た
。

ま
た

近

年
、

＝ 、
枝
暁
子
に

よ

り
西
京
神
人
の

近
世
初

頭
の

実

像
−
神
職
化
す
る

神

人
1
に

焦
点
を

あ
て

ら
れ
、

研
究
が
進
め
ら
れ

て

い

る
。

　
】

昨
年、

本
大
会
に

て

近

世
期
に

お
け
る

西
京
神

人
と

瑞
饋
祭
の

展
開

に

つ

い

て

考
察
を

行
っ

た
。

そ

の

際
、

瑞
韻

祭
の

展

開
−
瑞
饋
神
輿
の

発

展
ー
と

西
京
神
入
の

近
世
に

お

け
る

祭
祀
行

為
の

展

開
が

期
を
一

に

す
る

こ

と
を

指
摘
し

た
。

今
回
の

発
表
で

は、

瑞

饋
祭
以

外
に

西
京
神
人
が

ど

の

よ

う
な

活
動
を

行
っ

て

い

た
の

か
、

文
安

元
年
（
一

四

四

四）

文

安
の

麹
騒
動
以

降
の

西
京
神
人
の

宗
教
活
動
に

焦
点
を
当
て

考
察
を
試
み
た

。

　

最
初
の

変
化
は
、

慶
長
四

年
（
一

五

九
九
）

に
西
京
神
人
が
北
野
杜
へ

補
任
の

要
請
を

行
い

始
め

る

こ

と
で

あ
る

。

中
世
で

は
西
京
神
人
が
補
任

を

要
請
し

た

記
録
は

見
受
け
ら

れ

な

い
。

中
世
で

は

宮
仕
や
大
工

職
な

ど

に

対
し
て

補
任
状
が

発
行
さ

れ

て

い

る

こ

と
が

『

北
野
天
満
宮
史
料
』

か

ら

窺
え
る
。

し

か

し
、

中
世
の

記
録
を

見
る

限
り
西
京
神
人
に
対
し
て

補

任
は

な
か
っ

た
。

こ

の

補
任
の

要
請
は
し
ば
ら

く
期
間
を

置
き

、

元
禄
二

年
（
一

六

八

九
）

に

再
び

行
わ

れ
、

こ

れ
以

降
恒
常
化
す
る

。

近
世
期、

西
京
神
人
は

補
任
を

行
う
こ

と
で

身
分
を

確
定
す
る

よ

う
に

変
化
し
て

い

た
の

で

あ
る

。

　

補
任
が

認
め

ら
れ

た

元
禄
の

頃
か

ら
、

西

京
神
人
は

北
野
社
の

神
事
に

参
加、

奉
幣
を

行
う

様
に

な
る

。

『

北
野
天

満
宮
史
料

　
宮
仕
記

録
」

に

よ
れ
ば
二

月
二

十
五

日

の

神
事
に

て

神
人
達
が

奉
幣
を
行
っ

て

い

る

記
事

が

散
見
し
て

い

る
。

ま
た
北
野
社

神
事
に

参
加
す
る

だ

け
で

な
く、

独
自

に

祭
礼
を

行
う
様
に
な
る
。

「
北

野
天
満
宮
史
料
　
宮

仕
記
録
』

に

よ
れ

ば
、

「

御
旅

所
」

に

お
い

て

神
人

達
が

御
供
を

供
え
神

事
を

行
い
、

西

京

一

帯
で

御
輿
を
担
ぎ

、

鉾
や

曳
山
を
出
す

祭
礼
を

行
っ

て

い

る

記
事
が

見

受
け
ら
れ
る

よ

う
に

な
る

。

　

祭
礼
を

行
う
以

外
に

も
独
自
に

札
配
り
と

略
縁
起
の

頒
布
を

行
い

始
め

る
。

札
配

り
は

、

元
禄
十
二

年
（
一

六
九
九
）

に

北
野
社
に

対
し
て

許

可

を

得
よ

う
と
し

て

い

る
が

断
ら
れ
、

そ
の

後
は

独
自
に

「

天
満

宮
守

護

所
」

と

記
し

た
札
に

祓

串
を
添
え
頒
布
す
る

よ

う
な
る

。

北
野
社
は

こ

の

札
の

頒
布
を
差
し
止
め
る

が、

以
後
神
人
が
札
配

り
を
し

て

い

る

こ

と
が

「

北
野
天
満
宮
史
料

　
宮
仕
記
録
』

に

散
見
す
る

。

　
一

方
、

札
以
外
に

も

『

安
楽
寺
安
置
天
満
宮

御
自
作
御
神
像
并
靈
寶

略

392（1226）
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